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復活節第 5 主日／教会創立記念日礼拝 No. 19 
 

主日礼拝    
 

前奏  

参集 (報告 ･ 紹介 ･ 予定) 
 

招詞 

「ハレルヤ。 

恵み深い主に感謝せよ、 

慈しみはとこしえに。  

主の力強い御業を言葉に表し 

主への賛美をことごとく告げうる者があろうか。  

いかに幸いなことか、裁きを守り 

どのような時にも恵みの業を果たす人は。」    

（詩編106:1～3） 
 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 
 
 
 

リタニ― 「神の家族」 
 

司式者：神さまは、天と地とそれに満ちている 

    すべてのものをつくり、 

わたしたちを愛し、生かしてくださいます。 

みんな：神さま、ありがとうございます。 

司式者：神さまは、赤ちゃんからお年寄りまで 

主の教会に招き入れてくださいます。 

みんな：神さま、ありがとうございます。 

司式者：神さまは、一人ひとりにちがった賜物を 

くださり、 

こどももおとなも共に、神の家族として 

育ててくださいます。 

みんな：神さま、ありがとうございます。 

司式者：わたしたちは、年を重ねていく中で、 

    喜びのときだけでなく、苦しみや悲しみ、 

弱さの中にも 

神さまの深い恵みが込められていること 

に気づかされます。 

みんな：神さま、ありがとうございます。 

一 同：神の家族として、どんなときにも互いに 

     愛し合い、 

     神さまの御名をあがめるものとしてくださ

い。 
 

祈祷 

 

 

献金  
 

主の祈り 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ、 

ねがわくは み名
な

をあがめさせたまえ。 

み国
くに

を来
きた

らせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ。 

我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を、今
きょ

日
う

も与
あた

えたまえ。 

我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を我
われ

らがゆるすごとく、 

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ。 

我
われ

らをこころみにあわせず、 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ。 

国
くに

とちからと栄
さか

えとは限
かぎ

りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

聖書 ヨハネによる福音書 15:18～27          
新約（新共同訳）P199 

 

「世があなたがたを憎むなら、あなたがたを憎む前

にわたしを憎んでいたことを覚えなさい。あなたが

たが世に属していたなら、世はあなたがたを身内と

して愛したはずである。だが、あなたがたは世に属

していない。わたしがあなたがたを世から選び出し

た。だから、世はあなたがたを憎むのである。『僕

は主人にまさりはしない』と、わたしが言った言葉

を思い出しなさい。人々がわたしを迫害したのであ

れば、あなたがたをも迫害するだろう。わたしの言

葉を守ったのであれば、あなたがたの言葉をも守る

だろう。しかし人々は、わたしの名のゆえに、これ

らのことをみな、あなたがたにするようになる。わ

たしをお遣わしになった方を知らないからである。  

わたしが来て彼らに話さなかったなら、彼らに罪は

なかったであろう。だが、今は、彼らは自分の罪に

ついて弁解の余地がない。わたしを憎む者は、わた

しの父をも憎んでいる。だれも行ったことのない業

を、わたしが彼らの間で行わなかったなら、彼らに

罪はなかったであろう。だが今は、その業を見たう

えで、わたしとわたしの父を憎んでいる。しかし、

それは、『人々は理由もなく、わたしを憎んだ』と、

彼らの律法に書いてある言葉が実現するためであ

る。わたしが父のもとからあなたがたに遣わそうと

している弁護者、すなわち、父のもとから出る真理

の霊が来るとき、その方がわたしについて証しをな

さるはずである。あなたがたも、初めからわたしと

一緒にいたのだから、証しをするのである。 
 



賛美 492「み神をたたえる心こそは」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説教「この世における教会」 
 
 

賛美 406「聖霊ゆたかに」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

後奏  

 

司 式 大代 恵 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 
 

 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※賛美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 
 

 


